
 

 

新市建設計画後期計画の概要 
 

１．策定方針 

①合併時に策定した新市建設計画（平成１７年度から平成２６年度までの１０か年）を

基本とする。 
②社会経済情勢や住民ニーズの動向を踏まえ、前期計画の施策及び事業について多角的

検証を行う。 
③第５次八戸市総合計画後期推進計画や八戸市過疎地域自立促進計画との整合性を確保

する。 
 

２．計画期間 

  平成２２年度から平成２６年度までの５か年 

   

３．計画の体系 

新市建設計画後期計画は、上記１の策定方針①を踏まえ、次に掲げる５つの都市づくり

の基本方針、ならびに 13の新市の施策およびそれらの施策に掲げる事業で構成されている。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．新市の施策に掲げる事業 

  新市の施策に掲げる事業は、上記１の策定方針②及び③を踏まえ、新市建設計画前期計画

に掲げた事業（完了または中断した事業を除く。）を引き続き登載するとともに、第５次八

戸市総合計画後期推進計画に掲げる戦略プロジェクト事業等を新たに登載している。 
 

５．計画の推進 

  少子高齢化や地方分権の進展、厳しさを増す財政状況など、当市を取り巻く社会経済情

勢の変化に的確に対応しつつ、効率的な行政運営の推進、安定した行財政基盤の確立及び

住民参加型行政の推進に努めながら、計画の着実な推進を図る。 
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人・物・情報の交流基盤の整備 

個性的な交流施設の整備 

地域の個性を活かした交流都市づくり

安全とうるおいの生活環境の整備 

安心と安らぎの 
保健・医療・福祉サービスの充実

ふれあいのある地域コミュニティの形成 住民一人ひとりが輝く都市づくり

観光・交流産業の振興 

優れた地域文化の継承と創造 

生涯スポーツ社会の実現 

多様な学習機会の充実 

多様な市民活動の促進 

豊かな自然と伝統・文化を 
引き継ぐ都市づくり 

次世代成長産業の振興 

＜将来都市像＞ ＜都市づくりの基本方針＞       ＜新市の施策＞ 

うるおいと安らぎに満ちた都市づくり

多様な産業が躍動する都市づくり

環境共生・循環型社会の形成 

新たな農林水産業の確立 


